
（別表１）「１日平均入院者数の目標値（人）」

（別表２）「新入居までの平均空床期間の目標値（日）」

（別表３）「利用率の目標値（％）」　

令和８年度　事業計画 事業所名 ふらっとけやき

基
本
方
針

１　住み慣れた地域で、入居者一人ひとりの希望やこれまでの生活を大切にして、自己決
　定や望む暮らしの継続ができるように努める。
２　日常をともにするという意識をもち、優しさやぬくもりのある生活空間を入居者と職
　員相互で築き上げる。
３　入居者と家族が、ほっとできる居場所にするための配慮と工夫を行う。
４　入居者の置かれた状況を十分に理解して、自立支援と終末期支援の両面を念頭におい
　たケアを提供する。
５　地域の皆さまや入居者の家族とともに運営する施設を目指し、透明性のある運営を行
　う。

事
業
計
画

１　安定した利用率を確保する

（１）多職種協働により健康観察等を行い、体調変化時は嘱託医や協力医療機関との連携
　　を密にし早期対応・治療につなげていく。退去時は速やかな入居調整を行い、利用率
　　98.1％以上を確保する。（＊別表１及び２及び３）

令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（見込） 令和8年度（目標）

0.3 0.9 0.5 0.5

令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（見込） 令和8年度（目標）

令和5年度（実績） 令和6年度（実績） 令和7年度（見込） 令和8年度（目標）

6.7 4.6 7.0 6.9

（２）入居者の目の前で食事の盛り付けを行ったり自ら行ってもらい、家庭的な食事の雰
　　囲気を作る。

２　ユニットケアの取り組みを進める

98.7 96.4 98.0 98.1

（３）「ご家族との懇談会」の内容の充実を図り、ご家族に施設での暮らしについて理解
　　を深めていただく。

（１）希望や生活リズムを反映させた24時間シートに沿って、入居者が希望する暮らしを
　　多職種協働で支援していく。

（３）ご家族と連携し、居室内に入居者が愛用する家具や小物、写真等を備えるなどして
　　設えを整え、ゆったりした気持ちで過ごしていただく。

（４）ICTやAIを活用した業務改善に向けた検討を行い、入居者との時間を拡大し希望する
　　活動の実施等に取り組んでいく。

３　個別のニーズに応じたケアを充実させる

（１）入居者が希望する多様な活動を実施したり、職員とともに行う活動の機会を設け
　　て、やり甲斐や入居者の楽しみにつなげていく。

（２）本体施設と協働による委員会活動や勉強会の実施、新人職員や若手職員の人材育成
　　に取り組み、介護職員として求められる支援技術の向上を目指す。

４　地域とともに事業を進める

（１）地域との交流事業「けやきマルシェ」の開催に加え、地域と交流する場面を新たに
　　作っていく。

（２）多様なボランティアを受け入れ、活動の充実を図る。

（３）交流室の利用促進に向けた情報発信をホームページ等で行い、多くの地域の方に利
　　用いただく。


